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今月の表紙：稲佐山展望台からの初日
場所：長崎県長崎市 https://www.mirokukai.ne.jp/

「第45回全国統一研修会 熊本大会」開催報告
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ミロク会計人会連合会 役員
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●今年の抱負
北海道会会長としては、就任以来

の悲願である「実務上の質疑応答事
例のデータベース化」の実現に努め
ます。個人としては、娘（6）と息子
（3）と遊びまくって、世の中楽しいこ
とだらけであることを教え込む（既に
知っているような気もしますが）。
●会員に向けてのメッセージ

MJSシステム・サービスの必要十
分かつタイムリーな改善を求めるため、
「愛を込めた、どぎつい提言」をし続
ける北海道会でありたいと考えており
ます。お力添えを賜れましたら幸いで
ございます。

●今年の抱負
時代の変遷を的確に捉え、若い世代

の動向に一層の関心を持って臨みたい。
次世代に繋がる仕事に誠心誠意取り組
み、安心かつ安全な社会づくりに少し
でも多く貢献したい。
●会員に向けてのメッセージ
コロナ禍で企業間格差が生まれ、疲

弊した顧問先支援には相当の知恵と労
力が強いられることかと思われますが、
健康に留意されて頑張っていただきた
い。会としても新たな役割を果たせる
よう取り組んでまいります。

●今年の抱負 
昨年7月に東京会の会長に就任しました。これまで

税理士会の役職を一通り終えたところでの役回りで
した。コロナ禍で十分な体制がとれず半年が経過し
てしまいましたが、 傘下7地区会の活動が前に進むよ
う取り組んでまいりたいと思います。
●会員に向けてのメッセージ
東京会が関わる3税理士会の36時間研修受講率は、

下位集団に位置しています。義務化されている制度
ですので、全会員に達成いただきたいとの思いです。
会場型も難しい状況にありますが、本会のオンライ
ンセミナーは無料かつ充実していると自負していま
す。達成に向けて自覚を高めていただければと願っ
ております。

再始動

共創

DX

北海道会会長

中村 泰道

関東信越会会長

畔上 洋

東京会会長

小山内 光雄

ミロク会計人会連合会 会長

金子 秀夫

●新年を迎えて

皆様、新年おめでとうございます。一昨年から続く
コロナ禍ではありますが、マスク着用もすっかり身に
付いて、新たな気概の下、新年をお迎えのこととお慶
び申し上げます。
旧年の最大の課題は、第45回全国統一研修会の実施
が可能か否かということでしたが、九州ミロク会計人
会の皆様の情熱と緻密な準備、それにMJS社員の皆様
のご協力により、無事熊本で開催することができまし
た。心より感謝申し上げます。

●今年の本会に期待すること

コロナ禍においても、時代はどんどん進んでおります。
消費税複数税率適応への最終段階の年ですが、電子帳
簿保存法の改正などが行われ、帳簿書類を電子的に保存
する際の手続きなどが抜本的に見直されたため、本年1
月1日施行への対応が急がれます。また、デジタル庁を
中心とするデジタル改革、行政改革が急速に進められ
る年でもあります。
私たちはこのような年であるからこそ、MJSのソフト、
ハードを駆使して、顧客のニーズに応え、職業会計人
の先頭に立ちましょう。

●個人的な抱負、目標

最新型オミクロンウイルスに備え、これに打ち克つ
よう努めます。
愚作の川柳で失礼します。

楊貴妃と　見まごうばかり　マスク掛け

デジタル改革

2022年のキーワード

2022年のキーワード

2022年のキーワード

2022年のキーワード

2022年、新しい年を迎えました。ミロク会計人会の
役員の先生方に、新年を迎えての抱負や会員の皆
様へのメッセージなどをご寄稿いただきました。
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●今年の抱負
2021年も新型コロナウイルスに翻弄された年でし
た。コロナ禍で疲弊した顧客の立ち直りをお手伝い
できるのは、身近にいて同じ目線に立てる唯一の士
業である税理士だとの自負と責任感を持ち、今年も
汗をかきたいと思います。
●会員に向けてのメッセージ
今年も改正電子帳簿保存法、インボイス制度など

の税制改正の対応に奔走する日々を送りそうですが、
備えあれば患いなしです。顧客にタイムリーで正確
な情報をご提供する一助として、MJSの実施するオン
ラインセミナーなどをおおいにご活用ください。た
だ、寅年は経済が荒れるとか、十分に注意してご活
躍ください。

●今年の抱負
今年こそは、新型コロナウイルスの感染が終息に向
かうことを信じ、今までじっと我慢してきた生活から
解放され、生き生きとした生活に戻れるよう、大切な
人と人とのコミュニケーションを復活させたいと思い
ます。
●会員に向けてのメッセージ
昨年は、コロナ禍により活動が制約される中、WEB
型による認定研修会を22回計画し実行してまいりまし
た。今年は、認定研修会に加えて、「ミロク会計人会な
らでは」の新鮮な情報や有効な情報を会員の皆様にお
届けできるよう検討しております。会員の皆様のご要
望は、ミロク会計人会の活動の源です。ぜひ積極的な
ご意見を賜りますようお願い申し上げます。

コロナ禍からの復活「弾ける」 慎重に

北陸会会長

桶屋 泰三
中部会会長

山内 今朝男

東北会会長

穀田 有一

●新年を迎えて

新年明けましておめでとうございます。昨年還暦を
迎え人生ぐるっと一巡りしました。今年からは新しい
気持ちで生きていこうと思います。
コロナウイルスは、私たちミロク会計人会の関係先

である中小企業に大打撃を与えました。しかし昨年来、
予防接種がいきわたり、治療薬の開発も進んできまし
た。本年は、私たちが中心となってコロナからの復活

を目指そうではありませんか。コロナ禍以前の活気を
取り戻しましょう。

●本年秋の統一研修会に向けた意気込み

第46回全国統一研修会は東北会が担当し、10月13日
に岩手県盛岡市で開催します。東北は、東日本大震災
から10年以上が経過し、復興した地域といまだ復興途
上の地域が混在しています。その全てを全国の皆さん
に見て感じていただきたいと思います。
実行委員会ではコロナが沈静化することを願い、研
修・懇親会・旅行・ゴルフの企画を進めています。お
でんせ盛岡へ。

●個人的な抱負、目標

2022年はカタールでサッカーワールドカップが開催
されます。サムライブルーには是非最終予選を勝ち抜
いてほしいです。4年に一度の楽しみ、今回も現地で日
本を応援したいと思っています。

コロナからの
復活

2022年のキーワード2022年のキーワード

2022年のキーワード

E x e c u t i v e  M e s s a g e  2 0 2 2

役員メッセージミ ロ ク
会計人会
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●今年の抱負
中国会会長に就任して、はや1年半。ところが、

定期総会は役員のみ、研修会はWEBで、懇親会
は開催中止と、会員の皆さんとお目にかかれる
のはゴルフ場のみでした（笑）。今年はリアルの
研修会、懇親会で会員相互の親睦を深めたいと
考えています。
●会員に向けてのメッセージ
税理士業界でもDX化が進み、既存の価値観や

枠組みが根底から変わろうとしています。電帳
法やインボイスも始まります。会計人会からの
情報提供や研修制度を活用して、この新たなる
変革を乗り越えていきましょう。

●今年の抱負
1月1日より施行される改正電子取引制度、イ
ンボイス制度への取り組み、会員の業務が順調
に流れていくようシステムと情報提供を期待し
ます。
事務所目標は、関与先へのタイムリーな支援。
個人目標は健康、体力向上。
●会員に向けてのメッセージ
会員の皆様に満足していただける会務運営を
目標に、その効果が組織拡大につながればと期
待しています。積極的なご提案をお待ちしてい
ます。研修会の充実、会員親睦のための福利厚
生事業を実施してまいります。コロナ禍も落ち
着き、活気ある会計人会にしていきましょう。

リアルな会計人会を!

コロナ禍の収束と
経済の活性化を期待

中国会会長

清水 俊介

沖縄会会長

波平 正

2022年のキーワード

2022年のキーワード

●今年の抱負
コロナ禍により、WEB配信による研
修会は当会に限らず本会や支部や他団
体でも積極的に行われ、受講できる機
会が一気に増えてきました。また親睦
活動も抑制されている中で、今後、会
計人会の活動も見直しが必要ではない
でしょうか。
●会員に向けてのメッセージ
国税庁が昨年6月に公表した「税務行

政のデジタル・トランスフォーメーシ
ョン～税務行政の将来像2.0～」はご覧
になりましたでしょうか？ 将来像とは
いうものの数年先には実現する大胆な
変革です。早めからの対応が必要です。

●今年の抱負
経営における「エンゲージメント」

という言葉は、顧客の注意や興味を惹
き付けながら企業との繋がりを強固な
ものにする、あるいは従業員と会社の
絆としての意味に使われます。事務所
とスタッフが相互に影響し合い、共に
必要な存在として絆を深めながら成長
できる。そのような関係を築く年にし
たいと考えています。
●会員に向けてのメッセージ
昨年11月は、コロナ禍において一年

延期されていた第45回全国統一研修会 
熊本大会をWEB配信にて開催すること
ができました。会場は75名の関係者に
よって、例年の開催さながらの現場に
仕上げていただきました。参加の皆様、
配信を視聴していただいた会員の皆様、
本当にありがとうございました。

荒馬の轡
くつわ

は前から

エンゲージメント

近畿会会長

植田 卓

九州会会長

大久保 昌逸

2022年のキーワード

2022年のキーワード

●今年の抱負
昨年10月米国に行った折、米国人は
いち早くコロナから立ち直り、景気を回
復させているように見えました。GDP比
較では日本の4倍ある米国。相続税の基
礎控除が12億と、税制にも桁違いに恵
まれた米国。日本とさらに差がつくのは
自明の理。どうする、日本？と、問いか
けていきたい。
●会員に向けてのメッセージ
日本の脅威は、隣国中国。この厄介な

隣国とは、北京オリンピック、台湾、尖
閣問題が今年の課題。さて経済界は？ 
税理士会は？ 岸田政権の危ないかじ取
りを見守りながら、賢明な選択を。

四国会会長

木村 幸博

2022年のキーワード

コロナは無視
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●新年を迎えて

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
昨年も2020年から続く新型コロナウイルス感染症

に翻弄される中、11月には皆様の熱い思いとご支援に
より、一昨年から延期しておりました熊本での全国統
一研修会が開催されました。感染拡大に鑑みて初のオ
ンラインによる開催となりましたが、約1,200名とい
う多くの方のご参加となり、成功裡に終了されました

こと、この場をお借りしまして、感謝と御礼申し上げ
ます。
清新たる新年を迎え、先生方ならびに顧問先様にお
かれましては、ますますのご活躍を祈念し、本年も引
き続き、全力でサポートをさせていただく所存でござ
います。

●MJSの目指すもの

当社としましては、昨年よりスタートした「中期経
営計画Vision2025」を必達すべく、長年培ってきた
ERPシステムを軸に、クラウド、AI、ブロックチェー
ンといった技術の進化にも対応し、デジタル・トラン
スフォーメーション（DX）時代の到来に備え引き続
き邁進してまいります。さらに、改正電子帳簿保存法
は2年の猶予が決まりましたが、今年以降はその対応
と、続いて来年10月にはインボイス制度の施行も控え
ておりますので、その対応も随時進めてまいります。
私どもは、最適な経営システム・経営情報サービス
を開発し、会計事務所における生産性の向上や新たな
る顧問先サービスの創出を支援し、ひいては顧問先企
業が発展、繁栄できるよう、努めてまいります。
本年もご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上
げます。

株式会社ミロク情報サービス
代表取締役社長
最高経営責任者

是枝 周樹

「中期経営計画Vision2025」に
コミット

●今年の抱負
昨年9月に設置されたデジタル庁のキャッチフレー
ズは、「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化
を。」です。デジタルサービスの利活用により、全て
の国民にその恩恵が行きわたり、日本の未来がより
豊かで優しい社会となることを期待したいと思いま
す。
●会員に向けてのメッセージ
本会にとって、デジタルサービスの創出や利活用に
おける優位性の確保は極めて重要です。そして、関
与先企業や会計事務所の発展に繋げ、本会の魅力を
さらに高める必要があります。この必須の課題に会
の総力を挙げて取り組み、組織の拡大発展を実現し
ましょう。

●今年の抱負
コロナ禍が続き、日常業務のデジタル化スキルが

大幅にアップ致しました。この状況をプラスと捉え、
この変化に沿って、今後の会計事務所の業務の仕組
みや関与先との関わり方について、改めて考えてい
きたいと思っています。
●会員に向けてのメッセージ
税制がますます複雑化する中で、我々税理士がクラ

イアントの信頼に応えるため、優れたMJSシステムは
必要不可欠なものと思います。会員の皆様には、会計
人会の活動に参加していただき、本会を通して、この
システムをより良いものにするための意見・要望を会
社に提案していただきたいと思います。

デジタル社会
コロナ収束後

連合会監事

平野 豊
連合会監事

井上 泰一

2022年のキーワード

2022年のキーワード
2022年のキーワード
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「
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に

オ
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さ
れ
、全
国
で
1
1
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3
名
が
視
聴

2
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年
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月
18
日（
木
）

第45回全国統一研修会

11
月
18
日（
木
）、熊
本
県
熊
本
市
の「
ホ
テ
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日
航
熊
本
」に
て
、ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
主
催
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
全
国
統
一
研
修
会 

熊
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大
会
」（
開
催
担
当
会
：
九
州
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ロ
ク
会
計
人
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）が
、初
の
オ
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ラ
イ
ン
形
式
で
現
地
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
1
1
6
3
名
の
視
聴

者
を
得
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開
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さ
れ
ま
し
た
。

式
典式

典
は
午
後
1
時
、2
0
1
6
年

の
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

熊
本
城
の
復
興
の
記
録
映
像
「
今
こ

そ
見
て
欲
し
い
熊
本
城
〜
記
憶
の
記

録
〜
」
が
上
映
さ
れ
た
後
、
東 

泰
三

大
会
実
行
委
員
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

中
原 

理
菜
氏
の
司
会
の
も
と
、
宮
本 

律
夫
大
会
実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
よ

り
開
会
。

金
子 

秀
夫
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合

会
会
長
に
よ
る
大
会
開
催
の
ご
挨
拶

の
後
、
鈴
木 

俊
一
財
務
大
臣
か
ら
の

ご
祝
辞
を
畔
上 

洋
関
東
信
越
会
会
長

が
代
読
披
露
。
そ
の
後
、
来
賓
の
鈴

木 

正
徳
元
中
小
企
業
庁
長
官
が
角
野 

然
生
中
小
企
業
庁
長
官
の
ご
祝
辞
を

代
読
、
南
九
州
税
理
士
会
の
東 

秀
優

会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、「
今
期
か
ら
日
税

連
の
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
の
担
当

副
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
日

税
連
は
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
推
進
協
議

会
の
特
別
会
員
に
申
請
し
ま
し
た
の

で
、
今
後
入
手
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
し
た
い
で
す
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

単
位
会
表
彰
で
は
、
一
昨
年
の

「
第
44
回
全
国
統
一
研
修
会 

函
館
大

壇上の連合会役員

式典全景

ご来賓席と協賛会社席

（左から）司会の東 泰三大会実行委員と
アシスタントの中原 理菜アナウンサー

開会の挨拶をされる宮本 律夫大
会実行委員長
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独
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一
方
、
納
税

の
基
礎
と
な
る
記
帳
や
会
計
処
理
を
は
じ
め
、
商
取
引
の
面
に
お
い
て
も
指
導
的
な
役
割

を
果
た
さ
れ
、
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
4
月
に
は
、
熊
本
地
震
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
復
旧
・
復
興
が
着
実
に
進

ん
で
い
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
財
務
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）・
デ
フ
レ
脱
却
担
当
大
臣

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
岸
田
内
閣
は
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
と
「
コ
ロ

ナ
後
の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
新
し
い
資
本
主
義
を
実
現
し
て
ま

い
り
ま
す
。
財
務
大
臣
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
経
済
成
長

の
実
現
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
次
世
代
の
た
め
に
重
点
分
野
へ
の
投
資
や
歳
出
・
歳
入
両

面
の
改
革
を
進
め
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
取
引
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、I
C
T

を
活
用
し
た
申
告
・
納
付
手
続
の
利
便
性
の
向
上
や
、
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
等
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
か
ら
の
信
頼
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
に
は
、
多
く
の
税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
先
生
方
が
加
入
さ

れ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
税
務
行
政
に
対
す
る

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
中
小
企
業
者
を
含

め
た
納
税
者
の
方
々
の
最
も
身
近
で
信
頼
で
き
る
相
談
相
手
・
専
門
家
と
し
て
、
一
層
指

導
・
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
貴
連
合
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
御
参
会
の
皆
様
方
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
祝
辞

財
務
大
臣
　
鈴
木 

俊
一 

様

代
読
　
畔
上 

洋
　
関
東
信
越
会
会
長

会
」
を
担
当
さ
れ
た
北
海
道
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
を
代
表
し
、
中
村 

泰
道
会

長
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
功

労
者
表
彰
で
は
、
令
和
元
年
度
と
し

て
北
陸
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
常
山 

明

夫
前
会
長
と
中
国
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

の
吉
井 

利
幸
前
会
長
が
、
令
和
２
年

度
と
し
て
福
嶋 

朗
東
北
会
前
会
長
と

馬
場 

英
晶
東
京
会
前
会
長
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
協
賛
会
社
で
あ
る
ミ
ロ

ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
是
枝 

周
樹
代
表

取
締
役
社
長
の
挨
拶
と
、
日
本
税
理

士
会
連
合
会
の
神
津  

信
一
会
長
か

ら
の
祝
電
披
露
が
あ
り
、
大
会
実
行

委
員
を
務
め
る
九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
の
赤
川 

治
之
副
会
長
の
閉
会
の
言

葉
で
式
典
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
基
調
講
演
は
、

栁
武 

清
吉
大
会
実
行
委
員
の
開
会
の

言
葉
で
ス
タ
ー
ト
。
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
所
長
・
理
事

で
熊
本
大
学
医
学
部
特
別
招
聘
教
授

の
満
屋 

裕
明
氏
に
「
エ
イ
ズ
治
療
薬

開
発
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
治
療
薬
開
発
へ
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
、
大
会
実
行
委
員
を
務

め
る
九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
吉
田 

茂
樹
副
会
長
の
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

大
会
記
念
研
修
会
で
は
、
慶
應
義

塾
大
学 

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
特

別
招
聘
教
授
の
夏
野 

剛
氏
に
よ
る

「
I
T 

・ 

A
I 

時
代
に
求
め
ら
れ
る

企
業
競
争
力
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
司
会
は
古
賀 

照
章
大

会
実
行
委
員
が
務
め
、
硴
塚 

絵
理
子

大
会
実
行
副
委
員
長
が
開
会
の
言
葉

を
、
大
会
実
行
委
員
を
務
め
る
九
州

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
岡
村 

康
司
副
会

長
が
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
記
念
分
科
会
は
加
藤
神
社
名

誉
宮
司
の
湯
田 

榮
弘
氏
に
、「
今
、 

清
正
公
に
学
ぶ
こ
と
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
は
空
閑 

秀
樹
大
会
実
行
委
員
が
務
め
、
中
尾 

好
輝
大
会
実
行
副
委
員
長
が
開
会
の

言
葉
を
、
九
州
会
顧
問
の
雪
澤 

知
之

大
会
実
行
委
員
が
謝
辞
と
閉
会
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ま
ず
大

会
実
行
委
員
代
表
と
し
て
、
九
州
ミ

ロ
ク
会
計
人
会
の
大
久
保 

昌
逸
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
蒲
島 

郁
夫

熊
本
県
知
事
が
熊
本
県
P
R
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
く
ま
モ
ン
」
と
と
も
に
登
場

し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
蒲
島

祝辞をいただいた東 秀優
南九州税理士会会長

単位会表彰を受ける中村 泰道北海道会会長（右）功労者表彰を代表で受ける常山 明夫前北陸会
会長（右）

閉会の言葉を述べる赤川 治
之九州会副会長
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閉会セレモニーの司会を務めた宮本 律夫大会実行委員長（左）とアシ
スタントの中原 理菜アナウンサー

閉会セレモニーの開会挨拶を述べ
る大久保 昌逸九州会会長

挨拶を述べる蒲島 郁夫熊本県知事と急きょ駆け付けた
くまモン ⓒ2010熊本県くまモン　撮影日：2021年11月18日

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会 

第
45
回
全
国
統
一
研
修
会 

熊
本
大
会
の
開
催
に
あ

た
っ
て
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、1
1
6
3
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
て
い
る
と
の
こ
と
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
熊
本
大
会
は
ま
さ
に
待
ち
に
待
っ
た
開
催
と
い
う
思
い
で
す
。
3
年
前

に
開
催
を
決
定
し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
、
昨
年
は
1
年
間
の
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
今
年
に
な
っ
て
も
執
行
部
一
同
、
大
い
に
悩
み
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
8
月
27
日
に
緊
急
理
事
会
を
開
き
、
熊
本
大
会
を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
を
理

事
の
皆
さ
ん
、
お
一
人
お
一
人
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
結
果
、
大
半
が
延
期
す
べ

き
と
い
う
ご
意
見
で
、
中
に
は
中
止
に
す
べ
き
だ
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
大
久
保 

昌
逸
会
長
に
問
い
か
け
た
と

こ
ろ
、
九
州
会
と
し
て
は
万
全
を
期
し
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
も
最
善
を
尽
く
し

て
い
る
の
だ
か
ら
是
非
と
も
大
会
を
開
催
し
た
い
、
と
い
う
ご
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
ま
さ
に
我
が
意
を
得
た
り
と
思
い
、
改
め
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
九
州
会
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
、
燃
え
て
い
る
、
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

本
大
会
の
目
玉
と
し
て
は
、
満
屋 

裕
明
先
生
の
基
調
講
演
が
ご
ざ
い
ま
す
。
感

染
症
と
の
闘
い
は
人
類
の
宿
命
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
今
で
は
地
球
温

暖
化
に
よ
っ
て
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
が
溶
け
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が
出

て
く
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
渦
中
に
あ
る
今
こ
そ
、
世

界
的
な
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
権
威
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
満
屋
先
生
の
お
話
を
伺
い
、
皆

様
に
も
ご
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
日
は
夏
野 

剛
先
生
、
湯
田 

榮
弘
先
生
か
ら
も
貴
重
な
お
話
を
伺
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
最
後
ま
で
ご
清
聴
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
講
演
の
内
容
は

先
生
方
ご
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
事
務
所
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ま
た
顧
問
先
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
に
な
る
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
足
掛
け
3
年
に
わ
た
る
ご
苦

労
、
そ
れ
を
支
え
た
M
J
S
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ご
挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
会
長

金
子 

秀
夫

第45回全国統一研修会

こ
の
度
は
第
45
回
全
国
統一研
修
会 

熊
本
大
会
の
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
脅
威
に
直
面
し
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
我
が
国
の
企
業
全
体
の
約
9
割
を
占
め
、

地
域
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
と
生
産
性
向
上

は
日
本
経
済
の
再
生
と
成
長
に
必
要
不
可
欠
で
す
。
中
小
企
業
庁
と
し
て
は
、
厳
し
い
状

況
の
中
で
も
、
事
業
継
続
に
尽
力
し
、
そ
し
て
、
新
た
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小
企

業
の
取
り
組
み
を
、
総
力
を
挙
げ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

第
一に
、
政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
に
よ
り
資
金
繰
り
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い
状
況
に
直
面
す
る
事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
第
二
に
、
生
産
性
向
上
に
向
け
た
投
資
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コロ
ナ
も
見
据

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
事
業
の
再
構
築
に
取
り
組
む
事
業
者
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
事

業
再
構
築
補
助
金
で
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
第
三
に
、
今
後
の
事
業
再
生
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
に
備
え
、
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
に
よ
る
事
業
再
生
支
援
や
、
認
定
支
援
機
関
に

よ
る
経
営
改
善
計
画
の
策
定
・
実
行
支
援
の
拡
充
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、2
0
2
0
年
の
休
廃
業
・
解
散
件
数
は
過

去
最
多
の
約
5
万
件
と
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
マッ
チ
ン
グ
や
、
補
助
金
や
税
制
措
置
な
ど
、
承
継
前
か
ら
承

継
後
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
施
策
が
よ
り
多
く
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
御
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
普
及
・
広
報
も
含
め
、
使
い
や

す
い
制
度
設
計
、
事
業
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
コロ
ナ
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
リ
ー
ン
化
な
ど
、
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
不
確
実
性
の
高
い
時
代
を
乗
り
越
え
、

事
業
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
者
の
皆
様
の
「
自
己
変
革
力
」、
つ
ま
り
課

題
に
対
応
で
き
る
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
が
成
長
に
向
け
て
前
向
き
な一歩
を
踏
み
出
し
て
い
け
る
よ
う
、
税
務
・
会
計

の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
の
立
場
か
ら
、
是
非
そ
の
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

ご
祝
辞中

小
企
業
庁
長
官
　
角
野 

然
生 

様

代
読
　
鈴
木 

正
徳
　
元
中
小
企
業
庁
長
官
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知
事
は
こ
こ
5
年
で
熊
本
県
が
大
震

災
や
コ
ロ
ナ
禍
、
豪
雨
災
害
に
襲
わ

れ
て
い
る
件
に
つ
い
て
「
逆
境
の
も

と
に
こ
そ
夢
が
あ
る
」
と
い
う
モ
ッ

ト
ー
を
表
明
、「
被
災
者
の
痛
み
を
最

小
化
し
、
創
造
的
復
興
を
実
践
、
そ

の
復
興
を
熊
本
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
」
と
い
う
展
望
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
西 

一
史
熊
本
市
長
か
ら

の
祝
電
披
露
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
統
一
研
修
会

の
盛
り
上
が
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
九
州
北
部
税
理
士
会
の
武

部 

道
孝
会
長
が
来
賓
代
表
と
し
て

ご
挨
拶
。「
今
後
、
行
政
手
続
き
や

企
業
活
動
に
お
け
る
D
X
化
が
ま
す

ま
す
進
展
し
て
い
く
中
、
税
理
士
業

界
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
M
J
S
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
最
新
の
シ
ス
テ
ム
で
業
務
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞

と
し
て
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会

南
九
州
会
の
荒
木 

幸
介
会
長
が
コ
ロ

ナ
禍
で
い
ま
だ
多
く
の
企
業
の
売
上

が
減
少
し
て
い
る
現
状
に
言
及
、「
会

員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
対
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
企
業
経
営
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
お
で
ん
せ
！
い
わ
て

盛
岡
」
と
い
う
横
断
幕
を
掲
げ
て
登

壇
さ
れ
た
の
は
、
来
年
度
の
第
46
回

い
わ
て
盛
岡
大
会
を
担
当
す
る
東
北

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
穀
田 

有
一
会
長

と
大
会
準
備
委
員
の
面
々
。
穀
田
会

長
は
ご
挨
拶
の
中
で
次
期
大
会
の
開

催
地
と
な
る
岩
手
県
盛
岡
市
に
つ
い

て
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
以
上
、

ハ
ー
ド
面
で
復
興
が
進
む
現
地
の
様

子
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
は
、
九
州
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
の
片
山 

和
博
副
会
長
が
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
つ
く
り
あ
げ
た
今
回
の

統
一
研
修
会
に
つ
い
て
「
熊
本
の
皆

さ
ん
や
M
J
S
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
セ
レ

モ
ニ
ー
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

来賓挨拶を述べる荒木 幸
介日本公認会計士協会南九
州会会長

来賓挨拶を述べる武部 道
孝九州北部税理士会会長

ご臨席いただいた千々松  
英樹日本公認会計士協会北
部九州会会長

閉会セレモニーの閉会挨拶
を述べる片山 和博九州会
副会長

穀田 有一会長をはじめとする東北会の先生方が次
期大会への参加を呼びかけ！

本
日
は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
主
催
の
、
第
45
回
全
国
統
一
研
修
会 

熊
本

大
会
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
小
売
・
飲

食
・
観
光
業
な
ど
を
中
心
に
、
地
域
の
中
小
企
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
経

営
環
境
の
も
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
経
営
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。

一
方
、
来
年
1
月
に
施
行
さ
れ
る
電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
や
、
再
来
年
10
月

か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
施
行
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
法

規
制
が
改
定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
会
計
事
務
所
の
皆
様
は
、
顧
問
先
様
を
守
る
た

め
に
、
常
に
時
代
の
変
化
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、
最
善
の
フ
ォ
ロ
ー
を
な

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
ろ
う
か
と
推
察
し
ま
す
。　

私
た
ち
、M
J
S
グ
ル
ー
プ
は
、
本
年
か
ら
「
中
期
経
営
計
画V

ision2025

」
を

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
会
計
事
務
所
の
皆
様
が
、
顧
問
先
様
へ
よ
り
付

加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
新
た
な

統
合
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
、
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
企
業
で
あ
る
ト
ラ
イ
ベ
ッ
ク
社
を

子
会
社
化
し
、
そ
の
知
見
を
活
用
し
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

A
I
に
よ
る
業
務
の
自
動
化
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
先
端
技
術
と
の
融
合
に

よ
る
高
精
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
、
新
た
な
事
業
承
継

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
、
次
世
代
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
開

発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
の
地
域
金
融
機
関
と
の
連
携

を
深
め
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進
な
ど
、
中

小
企
業
支
援
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
経
営
方
針
に
あ
る
と
お
り
、「
会
計
事
務
所

と
そ
の
顧
問
先
企
業
の
経
営
革
新
を
推
進
し
、
も
っ
て
職
業
会
計
人
の
社
会
的
地

位
の
向
上
と
顧
問
先
企
業
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
胸
に
、
使
命
感
を
も
っ

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
大
会
が
、
先
生
方
並
び
に
職
員
の
皆
様
方
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

協
賛
会
社
挨
拶

ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長

是
枝 

周
樹

会場となったホテル日航熊本
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第45回全国統一研修会

1975年熊本大学医学部医学科卒業。
1980年内科学講座第二助手。1982年
米国国立癌研究所（NCI）留学、HTLVに
よる免疫不全の研究を経て、1984年か
らHIV感染症に対する治療法開発に従事、
AZT，ddI，ddCなどの抗ウイルス活性を明
らかにし、エイズに対する化学療法の基礎を
築き、今も構造に基づいた抗HIV剤のデザ
イン・開発を続ける。米国チームと開発したプ
ロテアーゼ阻害剤ダルナビルも全世界で臨
床に供されている。1989年NCI臨床癌プ
ログラム主任研究員、1991年NCIレトロウ
イルス感染症部部長。1997年熊本大学
内科学第二講座教授。2012年国立国際
医療研究センター理事・臨床研究センター
長、2016年熊本大学医学部特別招聘教
授、国立国際医療研究センター研究所 所
長・理事、2017年千葉大学客員教授（兼
任）、獨協医科大学特別栄誉教授（兼任）。

エイズ治療薬開発から新型コロナ
ウイルス感染症治療薬開発へ

世界で初めてエイズ治療薬の開発に成功し、現在は新型コロナ
ウイルス感染症の治療薬の開発に注力している満屋 裕明氏。
基調講演ではエイズ治療薬の開発に至った経緯や新型コロナ
ウイルスの最新の話題についてお話しいただきました。

満屋 裕明 氏

国立国際医療研究センター研究所 所長・理事
熊本大学病院総合臨床研究部 特別招聘教授

みつや・ひろあき

世
界
初
の
エ
イ
ズ
治
療
薬
の

開
発
ま
で
の
歩
み

本
日
は
1
9
8
0
年
代
前
半
か
ら
始
め
た

エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
治
療

薬
の
開
発
の
他
、
今
、
私
た
ち
を
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
で
苦
し
め
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
治
療
法
と
そ
の
特
性
に
つ
い

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
人
生
の
失
敗
の
多
く
は
彼
ら
が
も
う
少
し

で
成
功
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
時
に
、
投
げ
出

し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
」
と
い

う
の
は
、
発
明
王
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
の

言
葉
で
す
。
私
た
ち
が
い
つ
も
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
大
き
な
発
見
の

種
は
、
い
つ
も
身
近
に
た
く
さ
ん
浮
い
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
種
は
準
備
の
あ
る
と
こ

ろ
に
の
み
根
を
下
ろ
す
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
は
会
計
人
の
先
生
方
と
も
考
え
が
一
致
す

る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
に
感
染
す
る
と
、
細
胞
の
中
の

「
C
D
4
陽
性
T
リ
ン
パ
球
」
が
激
変
す
る

た
め
に
起
こ
る
高
度
の
免
疫
不
全
に
よ
っ
て
、

反
復
性
の
感
染
症
な
ど
に
か
か
る
と
い
う
の

は
、
お
そ
ら
く
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
エ

イ
ズ
は
基
礎
生
物
学
と
医
学
の
領
域
に
か
つ

て
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

エ
イ
ズ
の
出
現
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
明
確
に

分
け
ら
れ
て
い
た
こ
れ
ら
2
領
域
は
、
一
気

に
そ
の
距
離
を
縮
め
た
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
今
、
わ
れ
わ
れ
が
対

峙
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
す
。

エ
イ
ズ
治
療
薬
開
発
で
数
々
の
成
功
を
も

た
ら
し
た
「
分
子
標
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
遺
伝

子
レ
ベ
ル
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
捉
え
、
細
胞
の

異
常
な
分
裂
や
増
殖
を
抑
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
治
療
法
）」
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

白
血
病
、B
型
肝
炎
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
の

疾
患
に
対
す
る
治
療
薬
開
発
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
現
在
、
死
亡
率
も
大
幅
に
低
下

し
、
も
は
や
そ
れ
ほ
ど
怖
く
な
く
な
っ
た
印

象
で
す
が
、
治
療
法
が
な
か
っ
た
頃
の
3
大

症
状
は
①
日
和
見
感
染
症
（
弱
毒
微
生
物
な

ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
）
②

悪
性
腫
瘍
③
中
枢
神
経
系
障
害
で
し
た
。
骨

髄
で
不
断
に
つ
く
ら
れ
免
疫
を
発
揮
さ
せ
る

C
D
4
陽
性
細
胞
が
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
て
減
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ら
が
同
時
多
発
的
に
起
き
、
最
終
的
に
は
死

に
至
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
で
す
か
ら
治

療
薬
開
発
の
要
諦
は
、
新
し
く
つ
く
ら
れ
た

C
D
4
陽
性
細
胞
を
い
か
に
守
る
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

免
疫
を
低
下
さ
せ
る
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

「
逆
転
写
酵
素
」「
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
」「
イ
ン
テ

グ
ラ
ー
ゼ
」
と
い
う
3
種
類
の
酵
素
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
生
物
は
酵
素

が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
の
で
、
私
た
ち

は
分
子
標
的
薬
剤
の
開
発
に
あ
た
っ
て
、
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
特
有
の
酵
素
を
狙
い
撃
ち
に

す
る
こ
と
で
、
副
作
用
を
も
た
ら
さ
ず
に
患

者
を
治
療
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
の
で

す
。そ

し
て
最
初
に
主
標
的
と
し
た
の
は
、
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
に
必
須
と
な
る
逆
転
写
酵
素

で
し
た
。
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
構
成
分

子
に
狙
い
を
定
め
、
有
効
と
思
わ
れ
る
数
千

〜
数
万
の
物
質
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。
検
証
・
評
価
時
間
を
短
縮

す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、

わ
ず
か
1
年
間
で
世
界
初
と
な
る
3
種
類
の

治
療
薬
の
開
発
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ち
な
み
に
開
発
期
間
中
、
有
効
と
思

わ
れ
る
数
千
〜
数
万
の
物
質
の
中
か
ら
私
が

検
討
し
た
化
合
物
は
わ
ず
か
41
種
類
で
し
た
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
少
数
に
絞
る
こ
と
が
で
き
た

か
と
い
う
と
、
一
定
の
構
造
を
持
つ
化
合
物

で
あ
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
の
逆
転
写
酵
素
の
活

性
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

仮
説
を
立
て
て
い
た
か
ら
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

人
類
の
新
た
な
戦
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
死
者
数
は
今
や
三
大
感
染

症
（
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
）
の
そ
れ

を
超
え
、
私
た
ち
は
否
応
な
く
参
戦
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。2
0
2
0
年

2
月
か
ら
は
エ
イ
ズ
や
B
型
肝
炎
の
治
療
薬

の
研
究
を
一
時
中
断
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
治
療

薬
の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

得
ら
れ
た
ご
く
最
近
の
話
題
を
共
有
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
正
式
名
称

は
「
S
A
R
S
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
2

講演者

基調講演
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（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）」
で
す
が
、
以

降
、
そ
の
感
染
症
を
「
C
O
V
I
D

－

19
」

と
し
て
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

C
O
V
I
D

－

19
の
症
例
は
ほ
と
ん
ど

が
「
無
症
状
」
か
「
軽
症
」
で
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
や
合
併
症
な
ど
が
あ
る
一
部
患
者
で

重
症
化
し
、
死
亡
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
治

療
薬
に
つ
い
て
は
臨
床
試
験
で
約
80
％
の
無

症
状
、
軽
症
者
に
投
与
し
て
も
、
効
果
が
判

然
と
せ
ず
結
論
が
出
せ
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
も
、
候
補
薬
の
大
半
が
管

理
さ
れ
た
試
験
管
内
や
動
物
に
対
す
る
試
験

結
果
が
蓄
積
さ
れ
る
前
に
行
わ
れ
て
お
り
、

無
駄
な
混
乱
や
時
間
の
浪
費
な
ど
を
招
い
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

C
O
V
I
D

‒

19
に
対
す
る

治
療
薬
開
発
の
努
力

現
在
、C
O
V
I
D

－

19
治
療
で
最
も
有

効
と
目
さ
れ
る
標
的
と
し
て
研
究
・
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
」

「
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
阻
害
剤
」「
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

阻
害
剤
」
の
3
種
類
で
す
。
多
く
の
混
乱
の

要
因
は
、
根
拠
な
く
選
ん
だ
物
質
の
毒
性
に

よ
り
細
胞
が
破
壊
さ
れ
た
の
を
「
薬
が
効
い

た
」
と
判
断
し
た
こ
と
で
す
。
時
間
は
掛
か

り
ま
す
が
、
細
胞
の
一
つ
ひ
と
つ
を
顕
微
鏡

で
見
て
検
証
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ち
な
み
に
、
私
た
ち
の
検
証
方
法
で
は
、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
「
ア
ビ
ガ
ン
」
は
全

く
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
イ
ズ
の
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
阻
害
剤
も
治
療
薬
と
す
る
に
は
そ
の

構
造
が
決
定
的
に
違
い
ま
す
。

そ
う
し
た
前
提
の
も
と
、
私
た
ち
が
最

初
に
研
究
を
始
め
た
の
が
、
02
年
に
流
行

し
た
い
わ
ゆ
る
「
S
A
R
S
1
」
で
す
。

C
O
V
I
D

－

19
と
同
じ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
す
が
、
日
本
に
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た

ウ
イ
ル
ス
で
す
。2
0
1
9
年
に
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
た
こ
の
S
A
R
S
1

の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
と
C
O
V
I
D

－

19
の
プ

ロ
テ
ア
ー
ゼ
の
構
造
を
比
べ
て
み
る
と
96
％

ま
で
一
致
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、

S
A
R
S
1
の
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
に
関
す
る
研

究
結
果
を
引
き
続
き
使
用
で
き
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
ま
す
。

C
O
V
I
D

‒

19
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
？

ワ
ク
チ
ン
開
発
で
は
、
中
和
抗
体
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、C
O
V
I
D

－

19
は
み
ず
か
ら
ス
パ
イ
ク
を
つ
く
り
、
受
容

体
に
結
合
し
て
、
人
間
の
細
胞
に
侵
入
し
て

い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
感
染
を
防
ぐ
免
疫

物
質
と
な
る
の
が
中
和
抗
体
で
す
。
米
国
の

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
に
代
表
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
R
N
A（
m
R
N
A
）
ワ
ク
チ
ン
を
打

つ
と
体
内
で
自
然
の
ス
パ
イ
ク
が
つ
く
ら
れ
、

接
種
後
お
お
む
ね
10
日
目
以
降
か
ら
中
和
抗

体
を
産
生
し
、
感
染
を
防
い
だ
り
、
感
染
し

て
も
重
症
化
を
防
い
だ
り
す
る
わ
け
で
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ
ク
チ

ン
の
2
回
接
種
後
の
感
染
防
止
効
果
は
95
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
接
種
者
2
2
5

人
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
若
い
人
の
ほ
う
が
よ

り
中
和
抗
体
が
出
や
す
い
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。
ま
た
、
副
反
応
と
し
て
知
ら
れ
る
接

種
部
の
痛
み
や
接
種
後
の
発
熱
に
関
し
て
は
、

強
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
中
和
抗
体
の
量
が

多
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
副
反
応
の
出
現
率
は
60
歳
以
上
の
高

齢
者
で
や
や
低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

中
和
活
性
が
続
く
時
間
は
、
2
回
接
種
か

ら
90
日
間
で
、
月
40
％
ず
つ
減
少
し
ま
す
。

類
推
す
る
と
2
回
接
種
後
、
6
〜
7
カ
月
で

効
果
は
ほ
ぼ
消
失
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
3
回
目
の
追
加
接
種
が
必
要

と
な
る
根
拠
に
な
り
ま
す
。
追
加
接
種
を
お

考
え
の
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
が
変
異

株
に
対
し
て
効
か
な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
英
国
株
、

イ
ン
ド
株
、
南
ア
フ
リ
カ
株
の
順
で
、
中
和

活
性
が
弱
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
英
国
株
と
イ
ン
ド
株
に
は
十
分
な

効
果
が
あ
り
、
完
全
と
は
言
え
な
く
と
も
接

種
を
必
要
と
す
る
根
拠
に
な
り
ま
す
。
新
し

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
に
は
中
和
抗
体
が
あ

ま
り
奏
功
し
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
一
方
で
、
重
症
化
し
な
い
と
の

観
測
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
現

す
る
と
思
わ
れ
る
さ
ら
に
新
し
い
変
異
株
出

現
へ
の
対
応
の
準
備
も
必
要
で
す
。

将
来
の
災
厄
に
対
し
て

万
全
の
準
備
を
進
め
る
べ
き

C
O
V
I
D

－

19
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
私
た
ち
が
過
去
の
災
厄
か
ら
の
教
訓
を

忘
れ
、
行
政
改
革
や
「
小
さ
な
政
府
」
礼
賛

を
過
度
に
振
り
か
ざ
し
、
将
来
の
災
厄
に
対

す
る
力
を
削
ぎ
、
ま
た
準
備
を
怠
っ
て
き
た

姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
言

及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
1
9
9
7
年
か
ら
の
20
年
で

保
健
所
の
数
は
半
減
し
、
マ
ス
ク
な
ど
防
具

の
生
産
は
中
国
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
た

め
、
中
国
が
輸
出
を
禁
止
す
る
と
品
薄
に
な

り
、
多
く
の
病
院
で
は
医
療
従
事
者
が
紙
タ

オ
ル
で
つ
く
っ
た
マ
ス
ク
を
付
け
て
患
者
の

対
応
を
す
る
と
い
っ
た
残
念
な
事
態
を
招
き

ま
し
た
。
都
市
封
鎖
や
緊
急
事
態
宣
言
を
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
解
除
す
る
か
と
い
う
出
口

戦
略
の
基
準
を
決
め
る
の
も
困
難
を
き
わ
め

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
と

治
療
法
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
お
そ
ら
く
正
常

な
状
態
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
医
療
体

制
や
公
衆
衛
生
の
不
備
を
補
う
に
は
、
政
府

の
迅
速
で
断
固
と
し
た
行
動
と
と
も
に
、
国

民
・
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
求
め
ら
れ
る

と
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

COVID-19治療薬候補化合物 (5h) と
SARS-CoV-2プロテアーゼの複合体の結晶解析

COVID-19の病原ウイルスSARS-CoV-2の主要プロテアーゼ 
(Mpro：蛋白分解酵素；緑色のリボンで示す ) は同じサブユニット
が2個結合（二量体）して酵素として機能する。5hはMproの活
性中心部位 (赤矢印で示す ) に結合してMproの働きを阻害、結
果的にウイルスの増殖を強力に阻止する (Hattori & Mitsuya. 
Nature Communications 2021から抜粋 )

※　満屋先生のご提案により、昨今の状況に鑑み、最新の話題も追記しております。
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なつの・たけし

日
本
で
は
数
多
く
の
規
制
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
し
て
い
る

先
週
の
月
曜
日
（
2
0
2
1
年
11
月
15

日
）
に
参
加
し
た
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行

政
調
査
会
で
、
私
を
は
じ
め
と
し
た
参
加
者

は
「
日
本
は
な
ん
で
こ
ん
な
に
遅
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
」
と
い
う
議
論
を
し
ま
し
た
。
事

実
、
国
際
競
争
力
は
1
9
9
5
年
に
1
位
だ

っ
た
の
に
、
現
在
は
27
位
。
生
産
性
は
G
7

（
先
進
7
カ
国
）
で
1
位
だ
っ
た
の
が
、
今
で

は
最
下
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
ま
し
た
。

大
変
な
事
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
衰

退
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

こ
と
で
、
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
（
コ

ロ
ナ
前
）
の
社
会
に
つ
い
て
思
い
出
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
実
は
当
時
も
ま
だ
I
T
革
命
の

真
っ
最
中
と
い
っ
た
状
態
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
最
初
の
革
命
が
起
き
た
の
は
、
ヤ

フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し

た
1
9
9
6
年
、
そ
こ
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
ま
で

の
20
数
年
間
で
起
こ
っ
た
I
T
の
発
展
は
、

人
類
の
技
術
史
の
中
で
最
も
大
き
な
も
の
だ

っ
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し
て
そ
れ
ま
で
あ

っ
た
仕
事
が
な
く
な
る
と
、
人
は
よ
り
付
加

価
値
の
高
い
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

結
果
、
生
産
性
が
向
上
し
ま
す
。
つ
ま
り
こ

の
20
数
年
で
起
き
た
I
T
革
命
は
、
す
さ
ま

じ
い
生
産
性
の
向
上
と
と
も
に
、
文
明
の
進

化
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
が
ど
れ
く
ら
い
成
長

し
た
か
と
い
う
と
、
全
く
成
長
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。
実
際
、

1
9
9
6
年
か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
の
間
に
、

G
D
P（
国
内
総
生
産
）
は
わ
ず
か
に
4
％

し
か
成
長
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
、
技
術
の
進
化

が
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
国

は
他
国
と
の
競
争
（
戦
争
）
に
負
け
て
全
て

滅
ん
で
い
ま
す
。
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
戦
争
の
当
事
者
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
何
と
か
現
状
を
維
持
で
き
て
い
る
と
い

っ
た
感
じ
で
す
。
そ
も
そ
も
、1
9
9
6
年

か
ら
の
23
年
間
で
米
国
の
G
D
P
は
1
6
5

％（
約
2
・
6
倍
）
伸
び
ま
し
た
。
う
ち
人

口
増
の
寄
与
分
は
20
％
ほ
ど
で
、
あ
と
は
生

産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
分

析
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
ス

の
生
産
性
は
約
1
・
5
倍
、
英
国
は
74
％
も

伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
も
米
国
以
上

に
伸
び
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
わ
れ
わ

れ
は
一
体
何
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
敗
因
は
デ
ジ
タ
ル
革
命
に
乗
り
遅

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
技
術
は
全
て
有

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
規
制
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
そ
の
一
例
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
解
禁
し
た
ら

大
病
院
に
患
者
を
取
ら
れ
る
と
本
気
で
心
配

し
反
対
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

日
本
の
G
D
P
の
大
半
を
占
め
る
民
間
セ

ク
タ
ー
、
特
に
大
企
業
や
中
小
企
業
で
新
陳

代
謝
が
遅
れ
て
い
る
の
も
問
題
で
す
。
多
く

の
大
企
業
は
次
の
社
長
を
決
め
る
際
、
30
〜

40
年
前
に
入
社
し
た
人
の
中
か
ら
選
ぼ
う
と

し
ま
す
が
、
今
は
優
秀
な
人
材
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
見
え
る
化
」
さ
れ
て
い
る
の
で
、

外
部
か
ら
い
く
ら
で
も
探
せ
る
は
ず
で
す
。

他
方
、
中
小
企
業
の
経
営
者
は
「
優
秀
な
人

材
が
採
れ
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
給
料
を
上
げ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
こ

れ
で
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
新
陳
代
謝
が
進

ま
ず
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
産
業
再
編
を
促

す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

「
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
」の
社
会
に

戻
っ
て
は
い
け
な
い

デ
ジ
タ
ル
化
で
世
界
の
企
業
は
大
き
く
成

長
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
企
業
だ
け
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
」

の
状
態
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は

ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
に
絶
対
戻
っ
て
は
い
け
ま
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社ドワンゴ代表取締役社長、そして、ト
ランスコスモス、グリー、USEN‐
NEXT HOLDINGS、日本オラクルの社
外取締役を兼任。このほか経済産業省の
未踏 IT人材発掘・育成事業の統括プロ
ジェクトマネージャー、内閣府規制改革
推進会議委員、内閣府クールジャパン官
民連携プラットフォーム共同会長など
も務める。

IT・AI時代に求められる
企業競争力

大会記念研修会では慶應義塾大学政策・メディア研究科特別
招聘教授で、株式会社KADOKAWAや株式会社ドワンゴの代
表取締役社長を務める夏野 剛氏に、これからのIT・AI時代に必
要とされる企業競争力のあり方についてお話しいただきました。

大会記念研修会
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せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
経
営
者
が
本
心
か
ら
変
わ

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
社
員
に
し
て
も
「
会

社
に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
」
と
い
う
考
え
を
改

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
会
社
の
寿
命
よ
り

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
ほ
う
が
長
い
と
考
え
、

自
身
の
力
を
高
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
必
要
か
と
い
う

と
、
技
術
革
命
は
必
ず
社
会
（
人
間
の
行
動

様
式
）
に
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
で
は
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
起
き

て
い
ま
す
。
会
計
の
現
場
で
も
従
来
は
5
人

で
や
っ
て
い
た
作
業
を
統
合
ソ
フ
ト
が
あ
れ

ば
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
で
生
産
性
は
5
倍
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
検
索
を
使
え
ば
、
あ
る
程
度
の
税
務
の

専
門
知
識
が
簡
単
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
家
の
定
義
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
に

よ
っ
て
、
組
織
と
個
人
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス

が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
や
動
画
サ
イ
ト
や
ブ

ロ
グ
で
高
い
専
門
知
識
を
発
信
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
影
響
力
を

持
つ
人
物
）
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
個
人
の

能
力
が
最
大
化
さ
れ
、
影
響
力
を
持
つ
時
代

に
な
っ
た
の
で
す
。
企
業
に
は
ぜ
ひ
と
も
そ

の
よ
う
な
人
材
を
採
用
し
、
成
長
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

規
範・価
値
の
再
構
築
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
で
は
情
報
量
が
多
く
な
り
、

経
営
者
に
は
リ
ス
ク
を
伴
う
強
い
決
断
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
個
人
能
力
が
最
大
化
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、「
適
材
適
所
」
を
推
進
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
、
誰

が
社
長
を
や
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
会
社
は
ど

ん
ど
ん
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

A
I（
人
工
知
能
）
と
I
o
T（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）
の
出
現
に
よ
り
こ
う
い

っ
た
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
ま
る
で
し
ょ
う
。

A
I
で
何
が
変
わ
る
か
と
い
う
と
、
簡
単
な

仕
事
が
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
ほ
か
、
人
間
で

は
処
理
し
き
れ
な
い
大
量
の
デ
ー
タ
を
分
析

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
I
o
T

と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
加
わ
る
と
、
さ
ら
に
新

し
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
が
、
リ
ー
ダ
ー

の
「
次
の
勝
負
」
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
こ
れ
か
ら

日
本
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

過
去
20
数
年
間
は
世
界
に
比
べ
て
成
長
が
鈍

か
っ
た
と
い
う
程
度
で
済
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
何
も
し
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、
今
後
は

経
済
縮
小
や
落
ち
込
み
を
リ
ア
ル
に
感
じ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

2
0
1
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
人
口
減
少
に

よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
10
年
間
は
外
国
人
労
働
者
の
増
加
も
あ

り
、
人
口
減
少
の
影
響
を
感
じ
る
機
会
は
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
8
年
に
は
日
本

の
人
口
が
前
年
比
で
45
万
人
も
減
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
外
国
人
労
働
者
が
30
万
人
増
え

て
い
る
の
で
す
が
、
差
し
引
き
で
15
万
人
も

労
働
力
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

2
0
2
0
年
の
デ
ー
タ
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ

ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
入
国
規
制
の
影
響

も
あ
り
、
大
幅
に
減
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
G
D
P
貢
献
度
は
輸
出
が
14
％
、

内
需
が
86
％
で
す
。
国
内
経
済
の
生
産
性

向
上
と
消
費
の
拡
大
を
実
現
で
き
な
け
れ

ば
、
そ
の
規
模
は
ど
ん
ど
ん
縮
小
し
て
い
き

ま
す
。「
今
の
経
済
規
模
を
維
持
で
き
な
い

の
は
仕
方
な
い
」「
静
か
に
生
き
て
い
こ
う
」

な
ど
と
言
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
う
な
る
と
今
あ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共

イ
ン
フ
ラ
も
維
持
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
し

か
も
日
本
に
は
い
わ
ゆ
る
「
国
の
借
金
」
が

1
2
0
0
兆
円
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て

個
人
金
融
資
産
は
1
9
0
0
兆
円
（
不
動
産

資
産
除
く
）
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
差
は
縮
ま

り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
い
っ
た
ら
7

年
後
に
は
追
い
付
く
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
政

府
は
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
に
比
べ
て
民
間
の
意
識
は
ま
だ
ま
だ
低
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

日
本
は
中
小
企
業
を
は
じ
め
、
素
晴
ら
し

い
技
術
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
企
業
の
内
部
留
保
も
大
量
に
あ
り
、
上

場
企
業
だ
け
で
も
4
7
3
兆
円
に
達
し
ま
す
。

加
え
て
労
働
意
欲
も
、
生
産
性
が
伸
び
て
い

る
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
と

言
え
ま
す
。
経
営
者
が
大
い
に
活
か
す
べ
き

な
の
は
こ
う
し
た
「
三
種
の
神
器
」
で
あ
り
、

そ
れ
が
維
持
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
行
動
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
、
企
業
が
生
き
残
っ

て
い
く
に
は
ふ
た
つ
の
道
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
「
過
去
に
な
か
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
」
こ
と
で
す
。
新
規
事
業
を
興

す
べ
き
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
や
り
方
で
は
売
上
も
利
益
も
確
実
に
下

が
っ
て
い
き
、
競
争
に
負
け
て
し
ま
う
の
で
、

10
年
前
と
違
う
や
り
方
で
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
の

進
出
」
で
す
。
も
は
や
経
済
も
産
業
も
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
を
抜
き
に
し
て
は
語
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く
世
界
に
目
を
向

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
が
変
わ
る
に
は
、
社
会
の
規
範
・
価

値
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
も
ち

ろ
ん
「
誠
実
」「
真
面
目
」「
安
心
・
安
全
」

と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
も
の
を
変
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ

と
を
想
像
し
、
生
み
出
す
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
」
と
「
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
加
え
て

い
く
べ
き
時
な
の
で
す
。
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湯田 榮弘 氏

加藤神社名誉宮司

ゆた・しげひろ

二
度
の
大
災
害
を
経
験
し
た

県
民
の
支
え
、清
正
公

熊
本
県
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、
熊
本
城

で
す
。
16
世
紀
末
か
ら
17
世
紀
初
め
に
か
け

て
中
世
城
郭
を
取
り
込
ん
で
改
築
さ
れ
た
平

山
城
で
あ
り
、
城
郭
の
周
囲
は
実
に
5
・
3

㎞
、
東
京
ド
ー
ム
が
21
個
入
る
ほ
ど
広
大

（
98
万
㎡
）
で
、
現
存
す
る
13
棟
の
櫓
・
城

門
・
塀
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
他
、
城
跡
は
「
熊
本
城
跡
」
と
し
て
国

の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
、
そ
ん
な
熊
本
城
が
熊
本
地

震
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
4
月
14
日
夜
か
ら
の
数
日
間
で
震

度
7
と
6
強
の
地
震
が
2
回
ず
つ
、
6
弱
の

地
震
が
3
回
も
発
生
し
た
の
で
す
が
、
最
初

の
地
震
で
大
天
守
と
小
天
守
の
屋
根
瓦
が
崩

落
し
、
大
天
守
の
棟
上
に
あ
っ
た
瓦
製
の
鯱

が
落
下
、
そ
の
後
も
重
要
文
化
財
建
造
物
の

倒
壊
や
一
部
倒
壊
、
石
垣
の
崩
壊
な
ど
が
起

こ
り
ま
し
た
。
こ
の
5
年
で
復
興
が
進
み
、

今
年
6
月
末
に
は
修
復
が
完
了
し
た
天
守
閣

内
部
が
震
災
後
初
め
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

城
内
に
は
ま
だ
ま
だ
震
災
の
痕
跡
が
残
っ
て

お
り
、
完
全
復
興
ま
で
は
あ
と
15
年
ほ
ど
掛

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熊
本
県
を
襲
っ
た
自
然
災
害
と
い

え
ば
、
昨
年
7
月
の
熊
本
豪
雨
も
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
人
吉
市
や
球
磨
村
、
八
代
市

坂
本
町
な
ど
で
球
磨
川
や
そ
の
支
流
が
氾
濫

し
、
芦
北
町
や
津
奈
木
町
で
も
土
砂
崩
れ
が

多
発
、
気
象
庁
が
県
内
で
初
め
て
「
大
雨
特

別
警
報
」
を
発
表
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
シ
ン
ボ
ル
を
崩
壊
さ
せ
た
大
地
震

と
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
水
害
、
わ
ず
か
5

年
の
間
に
二
度
も
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
熊
本
県
民
。
そ
の
心
の
支
え
に
な

っ
た
の
が
、
か
つ
て
熊
本
城
の
築
城
や
治

水
・
利
水
事
業
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
現
代

の
熊
本
県
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
加
藤
清
正
公

（
1
5
6
2
〜
1
6
1
1
年
）
で
す
。
事
実
、

熊
本
城
本
丸
に
清
正
公
を
お
祀
り
す
る
わ
が

加
藤
神
社
に
は
、
震
災
後
に
立
入
禁
止
で
参

拝
で
き
な
く
な
っ
た
期
間
中
、「
清
正
公
に

お
参
り
し
、
一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
い
た

い
」「
清
正
公
の
熊
本
城
が
そ
の
ダ
メ
ー
ジ
を

一
身
に
受
け
て
く
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
も

っ
と
大
き
な
被
害
が
出
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
お
礼
を
伝
え
た
い
」
と
い
っ
た
電
話
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
日
は
、
そ
ん
な
清
正
公
の
足
跡
を
た
ど

り
つ
つ
、
現
代
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
が
清
正

公
の
考
え
方
や
行
動
に
学
ぶ
べ
き
も
の
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

領
民
へ
の
愛
情
と
誠
意
に

満
ち
た
開
拓
事
業

清
正
公
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
賤
ヶ
岳
七

本
槍
の
一
人
で
、1
5
8
8
年
（
天
正
16
年
）

に
肥
後
半
国
を
与
え
ら
れ
、
熊
本
城
主
と
な

り
ま
し
た
。
朝
鮮
出
兵
や
関
ヶ
原
の
戦
い
を

経
て
54
万
石
の
大
身
と
な
り
、
熊
本
城
の
築

城
や
河
川
の
利
水
・
治
水
、
干
拓
に
よ
っ
て

荒
廃
地
を
開
拓
し
、
農
業
生
産
力
の
増
大
で

藩
の
経
済
的
安
定
基
盤
を
つ
く
っ
た
功
労
者

で
す
。
世
間
一
般
で
は
朝
鮮
の
役
で
の
虎
退

治
の
話
が
有
名
な
こ
と
も
あ
り
、
豪
傑
で
勇

猛
果
敢
な
武
将
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
お
持

ち
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
武

将
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
政
治
家
と
し
て
も

行
政
官
と
し
て
も
優
れ
た
人
物
で
し
た
。

そ
の
才
能
は
、
秀
吉
に
よ
る
九
州
平
定
後

に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。1
5
8
7
年
（
天
正

15
年
）
5
月
、
薩
摩
の
島
津
氏
を
破
っ
た
秀

吉
は
、
そ
の
帰
途
に
肥
後
熊
本
で
九
州
の
国

割
り
（
大
名
の
配
置
）
を
決
め
た
の
で
す

が
、
最
初
に
肥
後
一
国
を
与
え
ら
れ
た
の
は

佐
々
成
政
で
し
た
。
し
か
し
彼
は
独
自
の
政

策
を
断
行
し
た
こ
と
で
領
民
の
一
揆
を
誘
発

し
て
し
ま
い
、
そ
の
責
任
を
と
っ
て
切
腹
し

ま
す
。
そ
の
後
、
一
揆
を
鎮
圧
し
た
秀
吉
が

肥
後
の
再
編
に
着
手
し
た
時
、
統
治
を
志
願

し
た
の
が
清
正
公
だ
っ
た
の
で
す
。
一
説
に

よ
る
と
「
武
力
で
は
な
く
、
慈
悲
の
心
を
持

講演者

1944年生まれ、1967年國學院大學文
学部神道学科卒業。同年4月より熊本城
内鎮座 加藤神社に奉職。1985年加藤
神社第12代宮司に就任、2015年退任、
名誉宮司に就任。元壷川小学校PTA会
長、熊本市PTA副会長、一般財団法人神
風連資料館理事長、一般財団法人熊本
城顕彰会会長、熊本県警察官友の会熊
本中央警察署副支部長、熊本県いのち
の懇談会役員。

今、清正公に学ぶこと
楠公（楠木正成）、菅公（菅原道真）、藤公（加藤清正）と、日本の三公
と称される加藤清正公。一般的には勇猛果敢な武将というイメージが
広がっていますが、実は熊本城の築城や大規模な治水工事など熊本
の国造りを担った人物として、地元では「清正公（セイショコ）さん」と呼
ばれ親しまれています。そんな清正公から今、私たちが学ぶべきことに
ついて、加藤神社名誉宮司の湯田 榮弘氏にお話しいただきました。

大会記念分科会

14月刊税理士事務所CHANNEL



っ
て
肥
後
の
民
と
向
き
合
い
、
そ
の
心
を
掴

み
た
い
」
と
話
し
た
と
い
い
ま
す
。
秀
吉
は

こ
れ
を
許
し
、
清
正
公
に
肥
後
の
北
半
分
約

19
万
5
0
0
0
石
を
与
え
る
こ
と
に
。
そ
れ

ま
で
の
清
正
公
の
石
高
は
4
3
0
0
石
で
し

た
か
ら
、
異
例
の
大
抜
擢
と
も
思
え
ま
す
が
、

清
正
公
は
こ
の
間
、
一
揆
鎮
圧
や
そ
の
戦
後

処
理
な
ど
に
奔
走
し
、
肥
後
の
国
の
実
態
を

誰
よ
り
も
把
握
し
て
い
た
の
で
、
ま
さ
に
適

任
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

清
正
公
は
肥
後
統
治
や
開
拓
事
業
に
あ
た

っ
て
秀
吉
の
考
え
や
政
治
方
針
を
忠
実
に
実

践
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
領
国
の
平
和
と

領
民
の
幸
せ
を
第
一
と
し
て
、
地
元
住
民
の

声
を
と
て
も
大
事
に
し
た
こ
と
が
今
に
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
遠
方
で
治
水
工
事

が
始
ま
る
と
な
れ
ば
馬
を
駆
っ
て
現
地
に
赴

き
、
そ
の
地
域
の
庄
屋
の
家
に
住
民
を
集
め

て
意
見
を
聞
い
た
そ
う
で
す
。
自
ら
領
民
の

間
に
入
り
、
心
を
寄
せ
て
彼
ら
の
求
め
を
聞

き
、
そ
れ
に
応
じ
る
た
め
の
政
治
を
行
う

―
。
ま
っ
た
く
、
現
代
の
政
治
家
や
行
政

官
に
見
習
っ
て
ほ
し
い
考
え
方
で
す
。

ま
た
、
清
正
公
は
事
前
に
地
形
や
地
質
、

川
の
流
れ
な
ど
を
入
念
に
調
査
し
た
上
で
、

白
川
と
菊
池
川
、
緑
川
、
球
磨
川
の
四
大
河

川
の
治
水
と
灌
漑
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
は
、
土
手
が
崩
れ
る
心
配

が
あ
り
そ
う
な
と
こ
ろ
に
は
二
重
に
石
垣
を

配
し
た
り
、
非
常
時
の
た
め
の
遊
水
池
を
つ

く
っ
た
り
と
い
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し
た
と
い

い
ま
す
。
こ
う
し
た
心
配
り
に
も
、
清
正
公

の
「
領
民
の
生
活
を
守
ろ
う
」
と
い
う
深
い

愛
情
と
誠
意
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

熊
本
城
は「
人
」を
大
事
に
す
る

労
務
管
理
の
下
で
築
か
れ
た

続
い
て
、
開
拓
事
業
と
と
も
に
清
正
公
の

功
績
と
し
て
知
ら
れ
る
熊
本
城
の
築
城
に
つ

い
て
も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
一

大
事
業
で
も
、
清
正
公
は
徹
底
し
て
慎
重
に

丁
寧
に
事
を
運
び
ま
し
た
。
選
ん
だ
石
材
は

輝
石
安
山
岩
と
い
う
重
く
て
頑
丈
な
石
、
作

り
手
は
石
垣
作
り
の
名
門
集
団
に
任
せ
、
頂

上
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
垂
直
に
近
く
な
る

「
武
者
返
し
」
で
防
衛
し
や
す
く
し
た
り
、
地

上
部
分
だ
け
で
な
く
、
地
中
に
ま
で
石
垣
を

伸
ば
す
こ
と
で
強
度
を
増
し
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
耐
久
力
は
、
長
年
の
時
を
経
て
熊
本
地

震
の
際
に
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
で
、
震

災
で
石
垣
が
崩
れ
る
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に

言
及
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
明
治

時
代
以
降
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
清
正
公

が
つ
く
っ
た
石
垣
は
度
重
な
る
大
揺
れ
を
し

っ
か
り
耐
え
抜
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
石
垣
建
築
を
実
現
す
る
上
で
は
清
正

公
の
家
臣
、
飯
田
覚
兵
衛
と
森
本
儀
太
夫
と

い
う
い
わ
ば
高
級
技
術
官
僚
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
治

水
工
事
も
熊
本
城
の
築
城
も
、
彼
ら
が
中
心

に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
、
彼
ら
を
は

じ
め
と
し
て
全
国
各
地
か
ら
土
木
建
築
に
長

け
た
人
材
を
集
め
た
か
ら
こ
そ
、
清
正
公
の

理
想
と
す
る
国
づ
く
り
の
基
盤
が
整
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
清
正
公
は
こ
の
築
城
に
際
し
て
も

民
心
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

し
た
。
例
え
ば
工
事
直
前
の
会
議
に
お
い
て
、

「
築
城
に
お
い
て
最
も
大
事
な
こ
と
は
何
か
」

と
家
臣
団
に
問
う
た
そ
う
で
す
。
あ
る
者
は

「
基
盤
整
備
だ
」
と
答
え
、
あ
る
者
は
「
用
材

確
保
だ
」「
い
や
、
資
金
だ
」
と
答
え
ま
し

た
。
す
る
と
清
正
公
は
「
そ
れ
ら
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
最
も
大
事
な
の
は
『
人
』
だ
」

と
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
人
が
集
ま
ら
な
け
れ

ば
何
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
人
を

集
め
る
に
あ
た
っ
て
は
掟
や
規
律
を
設
け
る

と
と
も
に
『
働
き
や
す
い
環
境
』
を
整
備
す

る
こ
と
が
肝
心
だ
」
と
。

こ
れ
は
「
働
き
方
改
革
」
が
叫
ば
れ
る

今
、
世
の
経
営
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
考
え

方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
当
時

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
熊
本
城
築
城
の
雇
わ
れ

人
工
は
15
〜
60
歳
、
勤
務
時
間
は
朝
8
時
か

ら
夕
方
17
時
ま
で
、3
6
5
日
の
う
ち
、
実

働
2
0
0
日
で
現
代
の
週
休
2
日
よ
り
も
休

み
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
雨
の
日
、

盆
と
正
月
、
村
の
祭
り
の
日
は
休
み
、
し
か

も
日
当
と
し
て
男
性
に
は
6
合
、
女
性
に
は

5
合
の
米
が
与
え
ら
れ
、
工
事
が
終
わ
っ
た

後
に
は
酒
と
飯
も
振
る
舞
わ
れ
た
と
の
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
労
務
面
で
の
配
慮
も
あ
っ

て
、
清
正
公
は
領
民
の
心
を
掴
ん
だ
の
で
す
。

思
う
に
、
清
正
公
の
生
涯
は
一
言
で
い
え
ば

「
財
を
残
さ
ず
徳
を
残
す
」、
こ
れ
に
尽
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
徳
を
残
し
た
か

ら
こ
そ
、
今
で
も
広
く
地
元
で
「
清
正
公
さ

ん
」
と
親
し
ま
れ
、
敬
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

清
正
公
の
功
績
が
現
代
人
に

教
え
て
く
れ
る
こ
と

当
時
の
先
端
技
術
と
専
門
人
材
を
活
用
し

て
田
畑
を
拓
き
、
城
を
築
き
、
家
来
や
領
民

の
教
育
に
も
注
力
し
た
清
正
公
。
常
に
想
定

外
の
こ
と
を
考
え
て
慎
重
に
事
に
取
り
組
む

清
正
公
の
姿
勢
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
こ
の
時
代
、
誰
に

と
っ
て
も
必
要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
現
代
人
は
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ

う
と
し
が
ち
で
す
が
、
清
正
公
は
最
後
ま
で

自
然
を
生
か
す
こ
と
、
共
存
す
る
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
た
。
こ
れ
も
世
界
各
国
が
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い
る
今
、
大

事
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

清
正
公
が
何
よ
り
領
民
を
大
切
に
し
た
こ

と
、
常
に
愛
情
と
誠
意
を
持
っ
て
地
域
を
治

め
た
そ
の
心
を
、
ぜ
ひ
と
も
現
代
の
政
治
家

や
行
政
官
、
経
営
者
な
ど
に
学
ん
で
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。
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